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はじめに

本書は、平成 21 年 10 月 15 日 から同月 22 日 まで実施した、横芝光町中台 A 遺跡

の発掘調査の報告書である。

今回の発掘調査は、中台 A 遺跡の中央部を走る 町道 11 -1 号線改良工事に伴い、現

道を拡幅する部分がその対象地とな った。対象地は周知の遺跡の範囲内であるため 、

発掘調査が必要となり、 町から文化財保護法第 94 条第 1 項による通知が提出された。

これによ って町教育委員会社会文化課によって、試掘調査を実施 した 。 その結果、

対象地か ら遺構及び遺物が確認されたため、県の指導により横芝光町教育委員会が

発掘調査を実施した。

発掘調査は、教育委員会社会文化課生涯学習斑文化財担当道津が担当し、非常勤

職員 4 名が補助した。

整理は、調査後道津が当たり、これを上記非常勤職員が補助した 。

報告書刊行後、調査データ及び出土遺物は横芝光町教育委員会で保管する 。

調査に当たって、 町都市建設謀、施工の吉岡建設には協力を、 町文化財審議会長

西山太郎、原始文化研究所柿沼修平岡氏からはご指導 ・ ご助言をいただきました。

記して御礼申し上げます。 また、調査作業には非常勤職員 4 名、西山満里子 ・加藤

スミ ・ 鎌形由美 ・畔蒜有美子の諸氏の手を煩わした。ここに記してその労をねぎら

います。
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図 1 遺跡の位置と周辺遺跡 ( 1 12.5 万、多古 )

1. 遺跡の概要

(1)遺跡周辺の地形

横芝光町は、千葉県東部の太平洋の波が洗う九十九里浜の中ほどに位置し、その

中央には同平野で最も大きい河川 である栗山川が流れている 。 町内 は北西部を侵食

が進んで丘陵のようになった下総台地の東辺が起伏し、南東部を水回や低湿地・砂

州などの低地地形が広がる、大きく 二つの地形区分からなっている 。 台地や砂州 等

の高地には、クスやシイの木に代表される照葉樹林が繁茂し、低湿地には水田や蓮

田、葦原が広がる温暖な気候のと ころである 。

発掘調査した中台 A 遺跡、は、

栗 山川 の西側で、その支流の高

谷川 の南側 を遡る台地の中ほど

にあり、 北 と南から侵食され、

東西に延びる台地の尾根部に当

たり、最高所で標高 42m を測る

平坦部の少ない地形に占地する 。

遺跡には縄文時代中期の土探片

が多数散布し、また調査地の西

100 m には同時期の地点貝塚が

あったが、現在は見られない 。
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写真 1 調査前の遺跡
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( 2 )調査地点について

中台 A遺跡、における今回の調査地点、は、遺跡のほぼ中央を東西に走る県道被芝 ・ 山

武線から、北へ向かつて牛熊へ通じる 町 道 n -1 号線の両側、幅 1 m 、延長 80 m 、

約 80 rrf を対象とした 。 本地点は遺跡の中央より少し北に位置し、標高が 4 1 ~40m

を測り、北への緩い傾斜が始まる所で、北東側から谷津が入り、東へも緩く傾斜し

ている 。 この地点周辺の畑地には縄文時代中期の土器片が多く散布し、試掘で検出

した遺構は同時代のものと推定された。

2. 発掘調査遺跡周辺の遺跡と歴史環境
中台 A遺跡の周辺台地上には、西側l に中台 E 遺跡②、さらにその西には国指定史

跡である中台古墳群の殿塚 ・ 矩塚④がある 。 目を南に移すと小谷を隔てて東長山野遺

跡⑨ ・北長山野遺跡⑧、西長 山野遺跡⑦ ・ 上仁羅台遺跡⑤、遠 山天の作遺跡、山武

姥山貝塚などがあり、旧石器時代から中世に至る、著名な遺跡が分布する町内でも

遺跡の宝庫である 。 中でも中台 E遺跡、東長山野遺跡、山武姥山県塚などは、縄文

時代中期の遺跡として知られ、本遺跡との関連も考えられる 。

3 . 調査成果
町道の両側、幅 1m 、延長 80mの卜レンチ状に発掘調査した結果、ほぼ中央部で

潜が検出されたのみであった。 道路西側では知|地の客土と現道建設時すでに蝦削 さ

れていたため、原地形を有している所は少なく、中央部で遺構を 1 基検出したのみ

であった。 道路東側では西側で検出された構の延長と推定する遺構があったほかは、

小 さな風倒木が検出しただけであ った 。

現地表及び旧地表から遺構を確認、できるローム層まで、深さ 30 c mの表土及び旧

表土が堆積し、表土中から造物が多数出土したが、遺物包含層の形成は見られなか

った 。 道路工事も平行して進められ、北部では切土断面で立川ローム層下部(層厚

約 1. 2m ) まで観察できたが、旧石器時代の i立物は確認できなかった。

調査区域内及び遺構からは縦

文土器が多数出土し、その時代

の遺構が期待されたが、検出し

た溝は後世のもので、その的は

はずれた 。 以下、時代順に検出

した遺構・造物について説明を

力日える 。
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写真 1 調査中の遺跡
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調査範囲全体図図 3
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(1)縄文時代

本遺跡で出土した遺物で最も古いものは純文時代中期の土器で、発掘地点の周辺

で採集及び発掘区域内で出土した土器は、同時代中期の阿玉台式から加曽手Ij E 式で

占められた 。 (図 3)

1 群 出土した土器を分類して 1 群としたものは、断面三角形の貼り付け隆帯に沿

って半裁竹管を施文具にして連続爪形文を施した文様を基調とし、口縁部の窓枠状

文や胴部の Y 字状文などで構成されている 。 この一群の土器の胎土には、花闘岩を

砕いた粉末を混入しているものが多いが、本遺跡出土のものは混入度合いが多くな

い。 爪形文が小さく、単純な文様構成のものから、隆帯による構成を造るようにな

ったもので、阿玉台 I 式から同 Il b 式までが、本群の主体となす(図 3 、 1 ~ 5) 。

2 群 2 群 とした土器は、縄文を地文として、沈線と断面台形の隆帯などで文様構

成され、口縁部では渦巻きや区画沈線などが造られている 。 地文の縄文は I隔 5 mm  

ほどの単節縄文が多く、施文部位によって施文方向が異なる 。 口縁部の渦巻き文や

区画文から、加曽利 E 1 式から同 日 式までがほとんどである(図 3 、 6 ~ 9) 。

縄文時代の土穏片を加工して再利用した造物がある 。 今回の調査では 2 点の土器

片錘(図 3 、 10 ・ 11 ) と円板(同 12 ) が出土した。

縄文時代中期のこの時期では、すぐ西に隣接する中台 E 遺跡や、小谷を |煽てた南

にある東長山野遺跡があり、特に後者出土の土器と文様 ・ I1台土等を比較すると、共

通するところが見られるところから、密接な関係があったと考えられる 。

( 2 )古境時代

検出した溝の底面からは、古墳時代後期の須恵器翠片が出土し、この構が同時期

の所産であることが推定された 。

溝 この溝は道路西側で発掘し始めたとき、出土する造物に縄文土器が多かったた

め、当初、縄文時代の住居跡、と思われたが、底面付近から古墳時代後期の須恵器饗

片が出土し、溝の側縁立ち上がりは緩い傾斜であり、その延長が道路東側で検出さ

れたことから、消と断定した。 しかし、西側で検出した溝は、調査区に対して斜行

し、確認面から深さ 20cm で露出した底面がほぼ平坦で、貼床のように硬く踏み固

められていた。 その延長で

ある東側では、南へ回り込む

ように曲がり、ここでは底面

が軟弱になり、平坦ではなく

なっている 。 慨は南に向って

いるが、途中で掘削で消失し、

追跡が困難にな っ た。 この溝

の性格は、この調査だけでは

断定することは困難である 。

写真 5 発掘した溝
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層序 1 黒褐色土 ( ローム細粒が少し混じり、軟質 )

2 黒褐色土 ( ローム細~中粒が混じり、軟質 )

3 暗褐色土 ( ローム細~中粒が多く混じり、軟質 )

4 暗褐色土 ( ロ ム細粒が混じり、硬質 )

図 5 検出した溝の平面図と断面図
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写真 6 溝断面

写真 7 発掘した溝
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写真 8 東側l の溝
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3 須恵器費

色鯛白灰色

胎土宮

2 須恵器寮

色調淡灰色

胎土密

4 須恵器聾

色調理膏灰色

胎土密‘ 白色粒

。

¥¥ 

10 cm 

溝からは須恵器賓の破片が 4 点出土した 。 4 点 の破片 は頚部から胴部で、 色 ・ 胎

土に差が見られ 、 それぞれ個体が異なる 。 J!台土と焼成の特徴か ら 、東海諸窯の産地

と推定され、古墳時代後期 7 世紀の所産と考えられる 。

このほか、調査区域内からは七師器小片が出土し、須恵探の年代とほぼ変わらな

いものであることが確かめられた 。
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4. まとめ

今回の調査は、道路改良工事に伴うもので、その範囲が限定的であったため、明

らかになった ことは少なかった。 それでも古墳時代の溝と、縄文時代の遺物が出土

したことは、この遺跡の性格を知る手がかりとな っ た。

本遺跡の周辺には、縄文時代中期の遺跡が点在し、その中でも東長山野遺跡は集

落跡が発掘され、多 くの土器が 出土し、その共通性も認め られた。その土器を分析

することによ って、この地域の縄文中期における遺跡構造、共同体形成が考察さ れ

ると思 う。

構はその形状か ら古墳の周溝とも考えられ、中台古墳群の殿塚 ・ 姫塚を中心とす

る古墳の分布の広が り が推定さ れ、こ の地域の古境文化の解明の一切J となろ う。
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